
 

地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 南山名防犯パトロール隊 

２事業名 南山名地区住宅対象侵入盗・自動車盗撲滅事業 

３事業実施 

結果 

１ パトロール活動の活発化（Ａ事業） 

（１）パトロール資機材の購入 

パトロール隊員の服装が不揃いであったことから、ベスト及び隊名入

り帽子を購入し、配布した。服装を統一することにより、隊員としての

意識の高揚を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）パトロール活動の実施結果 

本パトロール隊においては、従来から夜間の青色防犯パトロールを週

２回、水曜日と土曜日に実施している。本事業実施期間中には、更に、

自転車を使用した昼間における機動防犯パトロール及び小学生の通学

時にスクールガードに帯同した防犯パトロールを実施した。 

ア 青色防犯パトロール 

   毎週水曜日及び土曜日の午後６時から１時間 

     車両１台 

１個班３名もしくは４名で 18 個班を編成し、年間を通して実施 

 

            

 

 

月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 合計 

実施回数 ９ ８ ９ ９ ８ 43 

パトロール用ベスト パトロール用帽子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 自転車を使用した昼間における機動防犯パトロール及び小学生

の通学時にスクールガードに帯同した防犯パトロール 

９月は自転車による防犯パトロールのみを実施、10 月以降は、

自転車による防犯パトロールを行った後、小学校の一斉下校日に合

わせて、学校からの下校時に帯同してパトロールを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/15

（日） 

9/29

（日） 

10/10

（木） 

10/24

（木） 

自転車パトロール 〇 〇 〇 雨天中止 

下校時帯同パトロール ― ― 〇 雨天中止 

参加人員 27 19 19  

 

 

11/14

（木） 

11/28

（木） 

12/12

（木） 

合計実

施回数 

自転車パトロール 〇 〇 〇 6 

下校時帯同パトロール 〇 〇 〇 4 

参加人員 17 16 13 111 

自転車パトロール出発

式 

自転車パトロールの状況 

青色防犯パトロール車 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 扶桑町一斉合同パトロールへの参加 

〇８月２日（金）午後７時から午後８時まで 

山名西学習等共用施設に集合し、７地区に分かれて徒歩による 

防犯パトロールを実施した。 

参加人員 34 名 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下校時帯同状況 

下校時の帯同活動が小学校ホームページに掲載 

夜間パトロール 



 

〇12 月 16 日（月）午後６時 30 分から午後７時 30 分まで 

扶桑町役場において合同出発式に隊長以下３名が参加した後、 

山名西学習等共用施設に集合し、７地区に分かれて徒歩及び青パ

トによる防犯パトロールを実施した。 

参加人員 35 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 地区催事の開催中における防犯パトロール 

○南山名区納涼祭 

８月３日（土）午後６時から午後９時までの間、青色防犯パト

ロール及び周辺における防犯パトロール、交通誘導を実施した。 

従事隊員 24 名 

 

 

２ 研修会の開催（Ａ事業・Ｂ事業） 

当初、パトロール隊の核となる地区隊長（７名）に対する研修会を開催

し、地区隊長の防犯意識の高揚及び防犯知識の向上を図り、もって隊員全

体の防犯意識の高揚につなげていく計画であったが、隊員からも是非、研

修会に参加したいとの要望があり、希望者にも参加を呼び掛け開催した。 

  

  ・ 開催日時  ９月５日（木）午後６時から 

   ・ 場 所   山名西学習等共用施設 

   ・ 研修内容  最近の犯罪情勢 

           パトロール隊活動について（ＤＶＤによる） 

           侵入盗被害防止対策について 

   ・ 講 師   犬山警察署生活安全課 係長 

   ・ 参加者   隊長以下 41 名 

   ・ その他   扶桑町役場総務課担当者１名にも参加協力を得た 

 

 

 

出発式（扶桑町役場） 扶桑町長・犬山警察署長から激励 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 住宅対象侵入盗及び自動車盗を撲滅するための啓発活動（Ｂ事業） 

（１）自転車の前かごに取り付ける啓発用シートの作成配布 

「安全安心 パトロール中」と記載のある自転車用シートを作成し、隊

員に配布するとともに、地区住民の希望者にも配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）のぼり旗の掲出 

のぼり旗３種類（各 10 本）を作成し、地域内公民館（６か所）及び

ゴミ集積場等に掲出、また、県道沿い両側の民家敷地内に掲出し、地域

の取り組みを広くアピールした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催に先立ち隊長挨拶 研修の状況 

啓発用シート 自転車に取り付けた状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴミ集積場 県道両側 

公民館 学習等共用施設 

作成したのぼり旗 



（３）防犯パトロール隊だよりの作成 

被害防止に関する啓発用チラシ２種類を作成し、９月、11 月に地域

ごとに回覧した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）防犯教室の開催 

   ア 南山名寿会（老人クラブ）定例会において防犯教室を開催 

     南山名寿会においては定例会を開催する際、例年、何らかの講話

等を行っていることから、今回、パトロール隊活動の一環として、

防犯教室を企画・提案し、開催した。 

 

・ 開催日時 令和元年 11 月 12 日  

午後１時 30 分から午後２時までの間 

    ・ 開催場所 山名西学習等共用施設 

    ・ 開催内容 

愛知県警察防犯活動専門チーム「のぞみ」による住宅を対象

とした侵入盗防止対策の寸劇 

犬山警察署生活安全課係長による講話 

扶桑町役場担当者による「扶桑町住宅対象侵入盗防犯対策補

助金」制度についての説明 

    ・ 参加者  寿会会長以下 47 名 

    ・ 講師等  のぞみ         ４名 

           犬山警察署生活安全課  １名 

           扶桑町役場       ２名 

           パトロール隊      ３名 

９月回覧だより 11 月回覧だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 各地域定例会において防犯教室を開催 

各地域で 11 月に開催される定例会において防犯講話の開催を呼

び掛けたところ３地区において開催することとなった。 

 

・ 開催日 11 月 17 日（日） 

・ 開催場所 各地区公民館 

野田自治会 午後２時 30 分から午後３時までの間 

              講師 山名駐在所員 

       参加者 48 名 

前野自治会 午後３時 30 分から午後４時までの間 

              講師 山名駐在所員 

              参加者 75 名 

森自治会  午後３時 30 分から午後４時までの間 

              講師 犬山警察署生活安全課 係長 

                 扶桑町役場 担当者 

              参加者 106 名 

 

 

 

 

「のぞみ」による防犯教室 「のぞみ」による寸劇 

犬山警察署生活安全課による講話 扶桑町役場担当者 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ナンバープレート盗難防止ねじ無料取り付けキャンペーンを開催 

開催に先立ち、住民に対して「お知らせ」及びパトロール隊だより「ね

じ締めて、気持ち引き締め防犯対策」を各地区において回覧し周知を図っ

たところ、大変多くの方に参加していただいた。 

参加者の中には、こんなに簡単に取り付けることができるのなら、自分

で取り付けると言って自宅にある自動車分を持って行かれる方も何人か

あり、大変好評であった。 

また、本キャンペーンは秋の安全なまちづくり県民運動期間に合わせ、

犬山警察署、扶桑町役場の協力を得て開催したものである。 

    

・開催日時 平成元年 10 月 13 日（日） 

         午前 10 時から午前 11 時 30 分までの間 

   ・開催場所 山那神社西側南山名区倉庫前駐車場 

         （扶桑町大字南山名字森 58 番地） 

   ・参加者  パトロール隊長以下  17 名 

         犬山警察署生活安全課 １名 

         扶桑町役場総務課   １名 

         自動車整備士     ２名 

   ・結果   60 台（普通 43 台、軽四 17 台） 

 

野田自治会 前野自治会 

森自治会（犬山警察署係長・役場担当者） 



  ・その他  当日、ねじを取り付けた人には、犬山警察署から「リレ

ーアタック被害防止用ブリキ缶」の提供を受け配布し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回覧した「お知らせ」及び「パトロール隊だより」 

会場の状況 

隊員によるねじの取り付け状況 



５ あいさつ声かけ運動（Ｄ事業） 

（１）啓発用チラシの作成 

啓発用チラシ「あいさつ声かけ運動実施中」を作成し、地区内家庭に

全戸配布した。（898 世帯） 

（２）啓発用のぼり旗の作成、掲出 

のぼり旗「あいさつ声かけ運動」10 本を作成し、各地区公民館等に

掲出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ その他 

（１）防犯少年団活動への参加 

山名小学校防犯少年団が行う、下校時に「こども 110 番の家」を確認

する活動に協力参加した。 

  

   ・ 日 時 10 月 17 日（木）午後３時から午後４時頃までの間 

   ・ 参加者 隊員     ３名 

         犬山警察署  ４名 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ケーブルテレビにおいてパトロール隊活動が紹介 

中部ケーブルネットワーク（ＣＣＮｅｔ）地域情報番組「ウィークリ

ーにわぐん」においてパトロール隊の活動が紹介された。 

啓発用チラシ 啓発用のぼり旗 



（３）扶桑町広報紙に活動紹介 

地域自主防犯活動活発化促進事業参加団体として扶桑町広報紙「広報

ふそう」に活動内容が紹介された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）扶桑町長からの感謝状 

長年の活動に対し、10 月 19 日扶桑町町民祭の席で表彰された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

 ア 成果 

・ 今まで不揃いであったパトロール隊員のチョッキ、帽子を統一するこ

とにより、同じパトロール隊員であるとの一体感が生まれ、パトロール

活動への意識の高揚が図られた。 

・ 従来行ってきた青色防犯パトロール車による夜間のパトロールに加

え、自転車による昼間のパトロールや小学生の下校に帯同したパトロー

ルを実施した結果、パトロール隊活動の幅を広げることができた。また、

地域住民に対し、パトロール隊の存在や活動についての認知度の向上を

図ることができた。 

・ のぼり旗の掲出、啓発用チラシの配布及び回覧や防犯教室及びイベン

トの開催等各種活動を行ったことにより、住民が防犯に対し目を向けて

もらう良いきっかけになった。 

・ ナンバープレート盗難防止ねじ無料取り付けキャンペーンにおいて

は、大変多くの方に来ていただき、地域住民の防犯に対する意識の高さ

がうかがえたこと、また隊員と住民が被害防止について直接話ができ、

住民の防犯に対する意識を肌で感じることができたことは、隊員の今後

の活動に大きな糧となった。 

 

イ 課題 

・ 隊員の高齢化に伴い、活動の幅が狭くなっていることから、活動内

容について検討していく必要がある。 

・ 今回の事業実施に伴い、各種活動を積極的に行ったものであるが、

今後、この活動を無理のない形でいかに残していくか、継続していく

か検討していく必要がある。 

・ 活動を行うにあたって、警察、行政との連携が不可欠であることか

ら、今後も情報共有等の連携を密にしていく必要がある。 

 

（２）今後の取組み 

・ 隊員の高齢化が進んでいることから、後継者の確保、人材の育成を図

っていく。 

 ・ 地域の方々とのふれあいを大切にして活動の輪を広げる。 

 ・ パトロール隊活動、犯罪情報等のチラシを定期的に発行して、地域に

対する情報発信を行う。 

 

 


